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第１回 新穂地区合同防災訓練実施計画策定会議次第 

 

と き 平成 30年 2月 22日(木) 19時～ 

ところ 新穂行政サービスセンター ２F 学習室 

 

○○ 本日の予定 ○○ 

 

 １ 開 会 

あいさつ / 

新穂地域づくり協議会 城野忠彌 会長 

    佐渡市役所      渡邉裕次 総務部長 

 

 ２ 新穂地区合同防災訓練の実施について 

   

 ３ ワークショップ  

    テーマ /  

①「寒波による断水被害 課題の発見と改善点等の検証」 

 〇 具体的な被害や自主防災会などの取り組み等についての情報交換 

 〇 課題と改善点等について検討  など 

    ②「どんな訓練をすれば良い?」～イメージを共有化し訓練概要を決定～ 

     〇 訓練概要(案)を基に、どのような訓練を行うのか考える 

      ・ どんな災害を想定して訓練するか? 

            ・ 誰が参加するか? 

      ・ どこで訓練を行うか? 

            ・ どの季節・日程・時間にするか?  など 

※ 個人ワークで検討したうえで、グループで意見を集約します。 

      ・ グループごとに自己紹介 

      ・ カードでの提案(個人ワーク) 

         ・ 意見集約とグループ発表 

 

 ４ 次回会議日程と内容について 

     

５ 閉 会 

あいさつ 新穂地域づくり協議会 渋谷美由紀 生活安心副部会長 
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新穂地区合同防災訓練の実施について 

 

■ 今までの経過 

期 日 内 容 

H29. 7.31(月) 第１回 新穂地区防災円卓会議  

 8.31(木) 第２回 新穂地区防災円卓会議  

 9.27(水) 第３回 新穂地区防災円卓会議   延べ 183人 

10.24(火) 第４回 新穂地区防災円卓会議  「新穂地区防災ガイド」 

11.22(水) 第５回 新穂地区防災円卓会議    

11.27(月) 第３回 新穂地域づくり協議会役員会  

12. 4(月) 地区防災計画提案書の提出 (新穂地域づくり協議会→佐渡市) 

H30. 1.18(木) 第 1回 新穂地区合同防災訓練関係機関事前検討会議(関係機関) 

 1.25(木) 平成 30年 新穂地区市政事務嘱託員会議 

 2. 7(水) 佐渡市防災会議  

 2.14(水) 第 2回 新穂地区合同防災訓練関係機関事前検討会議(関係機関) 

 2.16(金) 佐渡市防災会議審議結果通知(佐渡市→新穂地域づくり協議会) 

2.22(木) 第 1回 新穂地区合同防災訓練実施計画策定会議 
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平成 30年度 佐渡市新穂地区合同防災訓練実施計画概要(案)について 

 

１ 趣 旨 

  災害が発生した場合にその被害を最小限にとどめるためには、国、県、市

及び防災関係機関・団体が一体となって、市民との連携により対応すること

が重要です。 

  新穂地区合同防災訓練は、「新穂地区防災ガイド」に基き、新潟県佐渡地域

振興局、佐渡市、新穂地域づくり協議会及び自主防災会が連携して、実践的

な防災訓練を実施することにより、災害時における役割分担と初動対応を確

認するとともに、地区住民自らが適切な判断と行動ができ、平時から十分な

準備をすることができるよう、防災・減災意識の高揚を図ります。 

２ 日  時  

平成 30年６月３日(日) ８時 30分 ～ 14時 30分 

【参考】 

５月 水防月間 

６月 土砂災害防止月間 (６月第１日曜日を中心に訓練) 

８月 30日～９月５日 防災週間 

11月５日 津波防災の日、佐渡市総合防災訓練 

１月 17日 防災とボランティアの日 

３ 場 所  

佐渡市新穂地区全域  

トキのむら元気館、新穂行政サービスセンター 

４ 主 催  

佐渡市 

新穂地域づくり協議会(主管:生活安心部会) 

５ 協 力 

  新潟県佐渡地域振興局地域整備部 治水課、砂防課 

６ 訓練参加機関・団体 

(順不同) 

新潟県 
佐渡地域振興局地域整備部 治水課・治水課(大野分室)、砂防課 

佐渡東警察署 新穂駐在所、潟上駐在所 

佐渡市 
総務部/総務課、防災管財課、市民福祉部/市民生活課、社会福祉課、 

建設部/建設課、上下水道課、消防本部、新穂行政サービスセンター 

地 区 

自主防災会(21団体)、消防団、民生委員児童委員、社会福祉協議会、 

赤十字奉仕団、新穂建設業組合、地区住民・事業者、新穂地域づくり

協議会 
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７ 訓練想定 

  新潟県北部に停滞していた梅雨前線が活発化し、佐渡地方を中心に豪雨が

発生。これに伴い、新穂地区において洪水による河岸の決壊や堤防の越水、

複数同時多発土砂災害が発生。 

項 目 内 容 

誘 因 

・ 梅雨前線の活発化に伴う豪雨。 

  佐渡市で観測史上最大の 300mm/日の記録的な雨量を観測。 

  

参考：大正 7年から平成 23年までの 95年間に、 

両津雨量局で計測された日最大雨量ランキング 

順位 雨量(mm) 年月日 

1位 251.0 S53.6.26 

2位 197.0 H14.7.15 

3位 194.0 H10.8.4 

※ 参考 8.4日最大雨量 

新潟市 265mm/日、久知川ダム 270mm/日 

大野ダム 246mm/日、新穂ダム 224mm/日 
 

災害事象 

・ 大野川、国府川、行谷川が決壊。 

天王川が越水、伊利川が超流。 

・ 各地で地すべり(2 箇所)、同時多発的な土砂災害(33箇所)の発生。 

大野川及び新穂川上流が河道閉塞。(2箇所) 

・ 水源地と導水管が埋没流出し、地区全域が断水 

・ 道路冠水、土砂流出堆積及び破損等による交通途絶。 

(県道 65号線・237号線、市道各所) 

  孤立集落の発生。 

※ 洪水・土砂災害想定集落以外の２集落(青木、下大野)は、大規模な地震発生

を想定して、住民避難・誘導訓練を実施する。(避難集合場所への徒歩避難) 

 ・  洪水想定集落 / 皆川、舟下、下新穂、武井、郷平、上大野、井内、潟上、

長畝、内巻、島、北方、新穂、馬場、三協 

・ 土砂災害想定集落 / 上大野、上新穂、井内、瓜生屋、正明寺、田野沢、潟上 
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８ 訓練内容等        

 (１) 新穂地区全域 (8時 30分～) 

  ① 情報収集・伝達訓練 / 新潟県、佐渡市等  

        避難情報や災害情報などを、佐渡市緊急情報システムやサイレン吹鳴、

警報車等により伝達する訓練を実施します。 

  ② 住民避難誘導訓練 / 自主防災会等 

    自宅から自主防災会が決めた避難集合場所(防災活動拠点施設)へ一時避

難後、指定緊急避難場所(トキのむら元気館)へ避難する訓練を実施します。 
 

〇 各戸で用意している「非常持出品」を持って避難する。 

   〇 隣近所に声を掛けながら、一緒に避難する。 

   〇 避難集合場所では、集まる予定の人たちの安否を確認する。 

    また、周辺の被害を確認する。(自主防災会から、土砂災害警戒区域内

世帯への避難情報の伝達訓練を含む) 

   〇 要配慮者等一人で行動できない方の家を複数(民生委員や集落役員

等)で訪ねて、安否を確認する。 

   〇 避難者は、危険箇所や「新穂地区防災ガイド」に示す災害時の行動

等を意識して避難する。 

    ・ 避難時の危険箇所や避難時間を把握するとともに、避難経路を検証する。 

   ・ 避難情報の収集と隣近所へ伝達する方法を検証する。 

   ・ 要配慮者の支援にかかる時間や留意点などを検証する。 

   ・ 自動車避難における避難ルートや避難時間、留意点などを検証する。 

   ※ 自動車避難を実施する場合は、自動車保険の加入状況を確認する。 

要配慮者支援の避難訓練を実施する場合 

〇 あらかじめ「支援する人」「支援される人」を決めておき、「支援する人」

は「支援される人」のところに向かい、避難に必要な支援を行いながら避

難集合場所・指定緊急避難場所へ向かいます。 

〇 避難行動要支援者名簿に登録されている方が「支援される人」となって、

訓練を行うことが想定されますが、安全面の観点から、健常者が「支援さ

れる人」を担うことも考えられます。 

〇 支援体制や避難にかかった時間を記録し、訓練後の検証に役立てましょ

う。 

〇 支援する際は、安全面に十分配慮しながら、危険のない範囲で避難しま

しょう。 

     ※ 消防団・民生委員児童委員等は、自主防災会と連携・協力して、避難

行動要支援者名簿をもとに、避難情報の伝達、安否確認、避難誘導など

の避難支援訓練を実施する。 
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  ③ 緊急時警戒訓練 / 新穂建設業組合等 

    新潟県佐渡地域振興局及び佐渡市が協定を結んでいる新穂地区の建設

会社が、緊急時河川巡視、土砂災害警戒区域巡視訓練を実施します。 

 

(２) トキのむら元気館 (11時 30分～) 

  ① 避難所等開設・運営訓練 / 佐渡市、自主防災会役員等(3.5 人/自主防) 

    避難所の開設・運営における基本事項を確認する訓練を実施します。 

    (防災資機材等輸送訓練、避難所運営本部・居住組・活動班設置・活動

体験(避難者名簿作成、避難所レイアウト、備蓄物資・資材受入れ配布、

防災行政無線利用、仮設トイレ設置、炊出し、居住スペース体験等)、

応急給水訓練等) 

② 担架作成・搬送講習 / 佐渡市、自主防災会役員等(20 人程/２回) 

   椅子や毛布など身近なものを使った搬送訓練を実施します。 

  ③ 家具等転倒防止対策講習 / 佐渡市、自主防災会役員等(20 人程/2 回) 

家具等転倒防止対策講習を実施することにより、家具等の転倒や危険

物の落下による死者、重軽傷者ゼロを目指します。 

  ④ 防災啓発・各種防災資機材展示 / 新潟県、佐渡市等 

    洪水、土砂災害、地震等の防災啓発のため、各種展示を実施します。 

     

トキのむら元気館 会場イメージ図 

 

 班長   組長 

 

            1 組     2 組・・・・・・・ 

       移 

 

               

 

              動   (班員 5名)  

 

 

 

          交代しながら    両方の訓練・講習 

          を受けることも   できます。 

 

 

本部長          運営本部   副本部長 

避難者管理班 

・・・ 

情報班 

食糧・物資班 保健・衛生班 

施設管理班 

担架作成・搬送講習 

家具等転倒防止対策講習 
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(３) 新穂行政サービスセンター (14時 30分～) 

  ① 学習型防災訓練(水防活動・土砂災害対策) / 新潟県、佐渡市等 

  防災関係機関相互の緊密な連携協力体制の強化を図るため、河川・土

砂災害監視体制や水防活動等について、学習型防災訓練を実施します。 

② 重要水防箇所等合同パトロール / 新潟県、佐渡市、建設事業者等 

  緊急時の監視・巡視・水防活動を行うにあたり、特に注意する必要の

ある箇所について、防災関係機関が合同でパトロールします。 

  ③ 防災資機材・備蓄物資確認 / 新潟県、佐渡市、建設事業者等 

        水防資機材などを、防災関係機関等が合同で確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

                               

 

 

 

 

  
 

《主に想定する被害》 

  梅雨前線が活発化し、佐渡地方を中心に豪雨が発生。これに伴い、新穂地

区において洪水による河岸の決壊や堤防の越水が発生するとともに、土砂災

害が複数同時に多発。(一部集落では、大規模地震を想定します。) 
 
《主な訓練の内容》 

 1. 自主防災会が決めた避難集合場所(集落公民館等)への一時避難訓練 

(隣近所への声かけ・安否確認など) 

  2. 指定緊急避難場所である「トキのむら元気館」への集団避難訓練 

 3. 一定期間避難生活をしなければならない場合を想定した避難所の開設・運営訓練 
 
《避難の際には・・》 

  ご家庭にある非常持出品を実際に持ち出してみましょう !  

 

自らの命や家族の命を守るために 

地域の住民一人ひとりが日頃から万一に備え 地域の防災力を高めよう !! 

回覧 

新穂地区合同防災訓練 

主 催：佐渡市、新穂地域づくり協議会 

協 力：新潟県佐渡地域振興局地域整備部 治水課、砂防課 

訓練参加機関・団体：自主防災会、佐渡東警察署新穂駐在所・潟上駐在所、消防団、

民生委員児童委員、社会福祉協議会、赤十字奉仕団、新穂建設業

組合、佐渡市 、新穂地域づくり協議会 

 

平成 30年６月３日(日) 
8時 30分スタート 
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ワークショップとは 

 

ワークショップとは、楽しさや創造性を持たせながら、人と人とのコミュニ
ケーションをとるための新しい話し合い方のスタイルです。 
 ワークショップのもともとの意味は、「工房」「作業場」など共同で何かを
作る場所を意味します。そのような共同で作業を行う場としてのスタイルを持
って、参加者が主体となって積極的に意見を出し合い物事を決定していく作業
のことがワークショップと呼ばれるようになったと言えます。 
 また、「ワークショップ」という言葉は、利用される分野や人によってその

定義の仕方、使われ方も異なっているため、正確な定義としては難しい単語だ
と思いますが、あえて表すならば「講義などの一方的な知識伝達を行うもので
なく、参加者が自ら参加・体験し、グループの中で何かを学び合ったり、作り
出したりする『双方的な学びと創造の場』」と表現することができます。 
 地域住民と行政とのパートナーシップの形成や交流を通じた地域づくりの有
効な手段として活用されています。 
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第２回 新穂地区合同防災訓練実施計画策定会議次第(案) 

 

と き 平成 30年３月１日(木) 19時～ 

ところ 新穂行政サービスセンター ２F 学習室 

 

○○ 本日の予定 ○○ 

 

 

 １ 開 会 

 

 

 ２ 訓練当日のタイムテーブルや段取りについて 

  ① 防災訓練タイムスケジュール(案)について 

  ② 各種訓練実施概要について 

   ・ 何時にどんな行動とするか? 

      ・ どの程度時間がかかるか? 

      ・ 誰が何を担当するのか?  など 

  

３ 今後の予定 

  ① 防災訓練実施直前確認会議の開催について(1月前くらい) 

  ② 防災訓練反省会の開催について 

 

 ４ その他 

  

 

 ５ 閉 会 
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                                        班 

テーマ①「寒波による断水被害 課題の発見と改善点等の検証」 

具 体 的 な 被 害 
 

 

 

自主防災会等の取り組み 
 

 

 

災害予防・応急対策等の課題 
 

 

 

災害予防・応急対策等の改善点  
 

 

 

テーマ②「どんな訓練をすれば良い?」 

～ まずはできるところから 避難訓練と避難所運営訓練から始めましょう ～ 
 

 

 

 

 

第１回 新穂地区合同防災訓練実施計画策定会議 ワークショップシート 


